
                      
 

 

県立図書館の新刊図書の中から高校生にお薦めの本を紹介します☆ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ゲーム感覚でおすすめの本を紹介しあう知的書評合戦「ビブリオバトル」（個人戦） 

  ４回目となる高校生の佐賀県大会を開催。バトラー(発表者)及び観戦者を大募集！ 

   ※優勝者は、令和 5 年 1 月下旬から 2 月上旬に開催予定の全国大会にご招待！  
  
   ○第４回佐賀県高等学校ビブリオバトル 
   （１）日    時   令和 4 年 12 月４日(日)9：30～［受付９：00～］ 

   （２）会    場   佐賀県庁旧館１階 玄関ホールで受付（佐賀市城内一丁目 1－59） 

   （３）対 象 者   県内高等学校等の生徒で、参加を希望する者 

   （４）応募方法   学校を通じ、所定の申込書に記入のうえ、令和 4 年１１月 1５日（火）  

                  までに FAX、メール、郵送等で応募すること 
    〇FAX：0952-25-7406 
    〇Ｍａｉｌ：manabi@pref.saga.lg.jp 
    〇郵送先：〒840-85７0 佐賀市城内一丁目１－５９ 佐賀県 まなび課 

   ※観戦は自由で、事前の申し込みは不要 

 
    ※新型コロナウイルス感染症の状況により、中止または内容変更の場合あり 

 

 

 

          

        『その丘が黄金ならば』 

C・パム・ジャン/著 

早川書房/発行 

資料コード 116321639 

 

父が亡くなり、孤児になったサムとルーシー。二人は亡

骸を埋葬する場所を探すため、広大な土地を彷徨う。そ

れは、中国系移民の過去をめぐる壮大な旅の始まりだっ

た——。ゴールドラッシュ以後の西部を舞台にしたブッ

カー賞候補作。オバマ元大統領が薦める一冊。 

 

『マーブル』 

珠川 こおり/著 

           講談社/発行 

            資料コード 116321407 

 

東京で大学生活を謳歌していた茂果は、友人の由紀から

あるアニメを布教される。柔らかな表情、手描き感のあ

るタッチ、自然な体重表現、甘い雰囲気の色使い、繊細

な塗り。紹介された絵師のイラストは、弟の穂垂が描い

たものだった。Twwiter の裏アカウントで BL 作品を創

作し、普段から異性との恋愛話をしない穂垂に対して、

茂果は同性愛者なのではないかと考え、やがで過干渉し

てしまう。境界の曖昧さ、線引きの難しさを、姉弟の視

点から見つめ直す。 

 

 

        『レペゼン母』 

                 宇野 碧/著 

           講談社/発行 

           資料コード 116321472 

 

山間の町で穏やかに暮らす深見明子。女手一つで育

て上げた一人息子の雄大は、二度の離婚に借金まみ

れ。そんな時、偶然にも雄大がラップバトルの大会

に出場することを知った明子。「きっとこれが、人生

最後のチャンスだ」明子はマイクを握り立ち上がる

——！ 

■編集■ 佐賀県立図書館 司書ネットワーク課 図書館・司書支援担当（0952-24-2900） 

◎この通信は県立図書館の HP にも掲載しています。本の検索もできます。 

☞https://www.tosyo-saga.jp/  お問い合わせはこちらまで 

令和 4 年 10 月号 

（令和４年９月末発行） 県立図書館通信 

『ウクライナにいたら 

戦争が始まった』 

松岡 圭祐/著  

KADOKAWA/発行 

           資料コード 116321498 

  

単身赴任中の父と 3 か月を過ごすため、高校生の瀬

里琉唯（るい）は母・妹とともにウクライナに来た。

初日の夜から両親は口論を始め、琉唯は見知らぬ国

で不安を抱えていた。キーウ郊外の町にある外国人

学校にも慣れてきたところロシアによる侵攻が近

いとのニュースが流れ、一家は慌ただしく帰国の準

備を始める。しかし新型コロナウイルスの影響で一

家は自宅から出ることができない。 

  

    

  

  

 

詳しくは「佐賀県高等学校ビブリオバトル」で検索 

ビブリオバトル公式ルール                                        
① 発表参加者が読んで面白いと思った本を持って集まる。   
② 順番に１人５分間で本を紹介する。                                           
③ それぞれの発表の後に、参加者全員でその発表に関する

ディスカッションを 2～3 分間行う。 
④ 全員の発表が終了した後に「どの本が一番読みたくなっ

たか？」を基準とした投票を参加者全員が１人 1 票で行
い、最多票を集めた本を「チャンプ本」とする。  

 

問い合わせ先 ➡ まなび課 企画・読書環境担当（0952-25-7313） 

 

mailto:manabi@pref.saga.lg.jp
https://www.tosyo-saga.jp/

